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　日ごろ県内各地で元気に活動しているスポーツ少年団の団員・指導者の皆さん、そして
その活動を支え、応援してくださっている保護者・役員・事務局の皆さんのスポーツ少年
団活動に対する熱心な取り組みに心から感謝申し上げます。また、ご支援いただいている
行政や学校・企業などの関係各位にも厚く御礼申し上げます。
　さて、いよいよ本県で初めて開催する「全国スポーツ少年大会」の開催年となりまし
た。第55回大会はいくつか特徴のある大会となっております。一つは「障害者スポーツ
活動への理解が深まる活動」「地域の文化を知る活動」「オリンピック教育活動（フェアプ
レイ学習等）」をプログラムに導入することであり、二つ目は、参加者が原則、中・高校
生に変更されることです。そして新潟県の特色として、日独スポーツ少年団同時交流受入
事業によるドイツスポーツユーゲント（少年団）北信越ブロック受け入れグループも一部
日程に参加できるよう調整しております。また、妙高市では平成30年2月に『にいがた妙
高はね馬国体』が開催されますので、スキー国体と連携した活動も考えております。
　村上市の神林柔道スポーツ少年団の遠山なるさん・佐藤美咲さんが『今 そのトキ！！ 
妙高でひろげる “WA” の翼』という素晴らしいスローガンを考えてくれました。お二人
の説明のとおり「WA」には、平和の「和」や笑顔の「輪」以外にも、話し合う「話」、羽
ばたく「羽」や環境の「環」など、様々な「WA」があると思います。
　現在、全国から参加する仲間を迎えてくれる運営スタッフを募集していますので、多く
の方々のご協力をお願いいたします。そしてこの大会を通じて様々な団体と連携を深める
とともに、県民の皆さんから「スポーツ少年団」を知っていただく機会になるよう期待し
ております。
　近く、日本スポーツ少年団が「第10次育成６か年計画」―アクションプラン2017― を
策定します。従来のスポーツ少年団の理念に基づく活動を継承しつつ、新たな理念の推進
に向けた取組みに重点を置くこととし、「スポーツを通して地域の人々がつながるスポーツ
少年団組織の構築」を全体目標としています。計画の具体的な内容はかなり多岐にわたり
ますが、
　「１．組織の整備・強化」
　「２．指導者・リーダーの育成」
　「３．活動の充実」
　「４．スポーツ少年団の理念の普及・実践とオリンピック・ムーブメントの推進」
という4つの項目により諸事業を推進していくことになっております。
　スポーツを通じて次代を担う子ども達の心身ともに健全な育成を図っていくため、新潟
県スポーツ少年団としましても日本・市区町村スポーツ少年団並びに各単位スポーツ少年団
と連携しながら取組んでいきたいと思いますので、今後とも皆様のご理解とご支援をよろ
しくお願い申し上げます。

p 2 第37回新潟県スポーツ少年団総合体育大会開催予定
 第38回全国スポーツ少年団軟式野球交流大会 北信越大会開催
p 3 第55回全国スポーツ少年大会概要
p 5 Friendship　元気な仲間たち
p 7 第43回日独スポーツ少年団同時交流事業
 日独青少年指導者セミナー報告
p 9 平成27年度文部科学大臣表彰
 平成28年度顕彰受賞者名簿
p10 市町村スポーツ少年団の紹介
p11 北信越指導者研究協議会終了報告
 県指導者研修会終了報告
p12 スポーツリーダー養成講習会･認定員養成講習会のご案内
 平成28年度新潟県スポーツ少年団登録状況
p13 リーダー会入会ご案内／スポ少豆知識
p14 三宅宏実選手サインプレゼント
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平成29年度
第37回新潟県スポーツ少年団総合体育大会開催予定

１人でも多くの団員の参加と多くの皆様からの熱い声援をお願いします！

競　　技 期　　　日 会　　　場
剣道 11月23日（木・祝） 白根カルチャーセンター
卓球 ８月19日（土） 白根カルチャーセンター
バドミントン団体戦
バドミントン個人戦

５月６日（土）
８月26日（土）

十日町市中里体育館
上越市総合体育館

柔道 ９月24日（日） 長岡市市民体育館武道場
空手道 11月26日（日） 胎内市総合体育館ぷれすぽ胎内

軟式野球 ６月24日（土）25日（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
７月１日（土）２日（日）　予備日 みどりと森の運動公園野球場、小針野球場（交流戦）

サッカー小学生 ９月９日（土）10日（日） 長岡市ニュータウン運動公園サッカー場

バレーボール ９月10日（日） 上越市総合体育館、上越市教育プラザ体育館、
上越勤労身体障害者体育館

少林寺拳法 ７月16日（日） 白根カルチャーセンター

ミニバスケットボール ８月19日（土）20日（日）予選　　
８月26日（土）27日（日）決勝 長岡市市民体育館　ほか　村上市、長岡市会場

※ 発行時点での予定ですので、止むを得ない事情で変更になる場合があります。正式な開催通知等でご確認ください。
※ 詳細は市町村スポーツ少年団を通じて案内します。
※「軟式野球」「サッカー小学生」「バレーボール」「バドミントン個人戦」は県総体出場のための地区大会を開催します。

第38回  全国スポーツ少年団軟式野球交流大会  北信越大会開催
宮城県にて8月3日（木）～6日（日）に開催される全国交流大会を目指して県大会を勝ち抜いた北信越5県
の代表8チームが新潟市に集います。新潟県代表へ熱い応援をお願いします！

開催日：平成29年7月8日（土）～9日（日）　　　開催地：新潟県新潟市
会　場：みどりと森の運動公園（開会式、北信越大会）／ 小針野球場（北信越大会、交流試合）

※平成29年度は北信越大会開催県として新潟県から上位2チームが出場できます。



一生忘れられない夏の思い出を作ろう！　
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第55回 全国スポーツ少年大会

ter

平成29年

7月28日（金）～31日（月）
大会スローガンを公募したところ、たくさんのご応募をいただき、ありがとうございました。
審査の結果、最優秀作品を受賞したのは、神林柔道スポーツ少年団（村上市）団員 遠山なるさんと神林柔道スポーツ
少年団（村上市）団員 佐藤美咲さん（共同作品）です。

遠山　なる　さん（右）
「今そのトキ!!妙高でひろげる“ＷＡ”の翼」を選んでいただきありが
とうございます。このスローガンは、柔道の友達やお母さん方と、
考えました。「“ＷＡ”の翼」の「ＷＡ」は平和の「和」や、笑顔の
「輪」という意味があります。大会で素敵なＷＡが広がっていくこ
とを願っています。

佐藤　美咲　さん（左）
私たちがつくったスローガンが選ばれてとてもうれしかったです。
このスローガンのもとトキがはばたくようにみなさんにもすばらし
い結果をだせるようにがんばってほしいです。

大会スローガン決定！！

『今
い ま

そのトキ！！
妙
みょうこう

高でひろげる
“Ｗ

わ

Ａ”の翼
つばさ

』
共に新潟・妙高に集まってスポーツを通し、平和の「和」や
笑顔の「輪」などそれぞれが思う“ＷＡ”を広げていこうという
意味です。



新潟県妙高市でいよいよ開催　　　　　
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大　会　概　要開催趣旨
スポーツ少年団活動をより一層促進し、地域における活動の活性化を図るため、全国都道府県代表の団員及び指
導者の参加を得て開催する。また、大会はリーダーの育成を考慮したスポーツ交歓交流大会である。

会　　場 国立妙高青少年自然の家　他
主　　催 （公財）日本体育協会日本スポーツ少年団
 （公財）新潟県体育協会新潟県スポーツ少年団
参 加 者 約290名（予定）
 原則、中・高校生　※特例としてジュニアリーダー有資格の小６も参加を認める。
活　　動 「スポーツ交流」「障害者スポーツ活動への理解が深まる活動」「地域の文化を知る活動」
  「オリンピック教育活動（フェアプレイ学習等）」「班別活動」「キャンプファイヤー」等  (予定)

　全国から参加者をお迎えするにあたり、おもてなしの心をもって大会運営に参加してくださる方を募集してい
ます。下記を参照いただき多くの方の応募をお待ちしています。
　一緒に大会を盛り上げ、少年団の忘れられない夏の思い出をつくりましよう！

予定される主な業務
原則として「運営部会」（総務・広報・式典など）「活動部会」（各種活動プログラム・班別活動）「生活部会」（生活全般・宿泊・
食事・健康管理など）「リーダー部会」（中学生以上の団員でリーダー活動が主となる）といった部会に属して活動していただき
ます。

留意事項（必ずご確認とご了解のうえ、お申込み願います。）
・必ずしもご希望の部会（業務）に携われるとは限りません。主催者で調整させていただく場合があります。
・活動場所（国立妙高青少年自然の家や会議会場のデンカビッグスワン等）には各自で集合していただきます。
・交通費等は予算の範囲内での支給となります。
・未成年者は保護者と所属団指導者の承認を得てください。
・個人情報に関しては関連する業務にのみ使用します。
・その他、応募された方に詳細をご連絡（原則としてメール又はFAX）します。
・ご不明の点は新潟県スポーツ少年団事務局にお問い合わせください。

【申込方法等】
FAXかメールで新潟県スポーツ少年団事務局へお申込みください。
①氏名（ふりがな） ②年齢　③性別・学年（＊） ④所属市町村と所属単位団名　⑤役員・指導者・団員・事務局等の別　
⑥希望する部会名（特にない場合は「希望なし」と記載） ⑦連絡先TEL（携帯可） ⑧連絡先FAX　⑨PCメールアドレス
＊生徒・学生は平成29年度の学校名と学年を記入。

※⑧・⑨はお持ちでない場合は記入不要です。
ＦＡＸ  ０２５－２８７－８６０１　　　　E-mail   suposyo@niigata-sports.or.jp

全国から参加者をお迎え迎えするするにあにあ

大会スタッフ募集



Niigata Junior Sportsclubs Association News Letter5

新
潟
県
代
表
と
し
て

全
国
剣
道
交
流
大
会
に
出
場
し
ま
す

Friend
ship
元気な仲間たち①

団体戦　　　

高田剣道
スポーツ少年団
監督　直原　幹

　上越市の高田剣道スポーツ少年
団（高田修道館）です。
　３月25日から愛知県で開催され
る第39回全国スポーツ少年団全国
剣道交流大会に新潟県代表として
３年連続出場することになりました。
　私たちは、日本三大夜桜の一つ
として有名な高田公園にある上越
市高田スポーツセンターで週２回
以上の稽古に励んでいます。
　「文武雙輪」をモットーに掲
げ、勉学と剣道の両立に心掛けて
おり、「剣は心なり　心正しからざ
れば剣また正しからず　剣を学ば
んとするものはまず心を学べ」を
道場訓に、「義」を重んじた礼儀、
礼節の大切さを学び、剣道を通し
て「人間形成の道」を目指し、
日々修練に取り組んでいます。
　全国大会は、小学６年生にとって小学生最後の試合になりますので、一つでも多く試合ができるよう
精一杯頑張ります。また、他の都道府県のお友達と剣道を通してたくさん交流し、仲間を増やしたいと
思っています。

個人戦　中学生男子

上通剣士会スポーツ少年団（長岡市）　
塩入　大陸

……………………………………………………
上通剣士会スポーツ少年団の塩入大陸です。全国大
会に出るために、中学校生活３年間努力してきまし
た。中学校最後の大会として、１戦１戦を全力で戦
い、全国の剣士とより多く交流したいです。
……………………………………………………

個人戦　中学生女子

上通剣士会スポーツ少年団（長岡市）
石澤　望愛

……………………………………………………
上通剣士会スポーツ少年団の石澤望愛です。大会で
は１戦１戦自分の剣道をして１試合でも多く勝って
上位に上がりたいと思います。

……………………………………………………



　新潟県スポーツ少年団の情報発信ツールである「にい
がたスポ少ニュースレター」（２万部発行）への広告協賛に
よって、新潟県スポーツ少年団の活動を支援してくださる
企業・団体の皆様を募集しています。役員・指導者・保
護者の皆様からもぜひご紹介ください！
　詳細は事務局までお問い合わせ願います。

新潟県スポーツ少年団を応援してくださる
企業・団体を募集しています！
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加茂ジュニア
バレーボールスポーツ少年団

 監督　戸塚  健一

　平成29年３月25日（土）～３月28日（火）
に福井県で開催される第14回全国スポー
ツ少年団バレーボール交流大会に新潟県
代表として出場することになりました。
　私たちは、主に週４日のチーム練習で
レベルアップを目指してきましたが、こ
こまで来られたのは、県内外の多くのチー
ムと切磋琢磨し、また応援してもらった
ことが大変大きかったと思います。各地
で開催される大会や練習試合で胸を貸し

てもらった仲間、一緒に練習してくれた仲間、関わりは様々ですが、バレーボールを通して仲間になっ
た皆さんと過ごした時間が私たちの力の蓄積になり、“全国”という大きな切符につながりました。
　クラブがある加茂市は古くから『北越の小京都』と言われ、ある意味「おしとやか」な土地柄で、選
手たちも典型的加茂人（？）のせいかエンジンが掛かるのが遅い傾向にあるのが大きな課題ですが、交流
大会では仲間達の想いを胸に刻みつつ、気持ちを入れて「明るく」「諦めない」プレーを心掛け、“応援
されるチーム”を体現します！
　そして、最後の大会になる６年生が１つでも多くチームメイトと試合ができるよう、精一杯頑張り
ます！！
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「ドイツで学んだこと」
● 長岡神武会スポーツ少年団　　白瀬　　仁 ●
　私は、日独スポーツ少年団同時交流事業を通して大
切なことを学びました。
　それは、人との出会いです。私は人と話をする時、
言葉を自分の中で選んだり、素直に話すことが苦手で
した。交流の時も、日本語を話せない人達とうまく話

せるか不安でした。かといって自分はドイツ語も英語も単語程度しか話せません。で
すが、同じ班の友達が、「一緒に話してこない？」など指導者の方も「わからない英語が
あったら教えてあげるよ」などすごく自分に協力してくれました。
　その結果、ドイツのリーダーの人々とすごく仲良くなれたし、聞きたい事や話した
いことも素直に言えました。ドイツ語や英語を話せない自分でもこんなに楽しい思い
出になったのは、周りの人たちのお蔭です。 後列右端　白瀬　仁 君

第43回 日独スポーツ少年団同時交流事業
　第43回を迎えた日独スポーツ少年団同時交流が今年も両国で実施されました。
　北信越ブロックにはドイツスポーツユーゲント南バーデングループ一行12名が訪問
し、福井県小浜市、長野県伊那市、新潟県長岡市の順で受入を行い、派遣では新潟県から
団員３名がドイツのバイエルン州アルゴイ地方を訪問しました。
　両国の団員がスポーツで汗を流し、互いの国の歴史や文化に触れ、ホームステイでの
生活を通じて友情を育み、未来を考える夏となりました。

● 魚沼市少林寺拳法スポーツ少年団　　角屋　真理 ●
　私はドイツに行き様々なことを学びました。とても不安な毎日で
やっぱり言葉という壁は大きいとおもいました。ですが、ドイツの
方はたくさん話しかけてくれて私もそれに応えようとすると、言葉
は話せなくても気持ちで通じることができるのだと思いました。そ
の事に気づけたときは嬉しかったし、いまのままではダメだと思い
自分からもたくさん話しかけていろんな話をしました！そうすると
いろんなことをわかりやすく教えてもらい、初めての体験やドイツ
ならではの生活などを学ぶこともできました。そこから深い交流を
交わし一生の友達ができたと思います。
　この事は私の誇りになると思います。ドイツとの交流に参加して
ほんとによかったと思いました。

左より２番目　角屋　真理 さん

● 長岡神武会スポーツ少年団　　宮崎　　凌 ●
　今回のドイツ派遣を通して様々なことを学びました。
　それまで僕は海外渡航の経験がありませんでした。海外に行くに
あたって、一番の障害は「言葉の違い」だと思い、「１日10人以上
の外国人と会話する」という目標を立てて臨みました。自分が伝え
たいことがなかなか伝わらなかった時はとても悔しかったです。自
分の英語力のなさを実感させられました。それでも、ドイツの人た
ちは僕のつたない英語を最後まで聞いてくれて、理解しようと努力
してくれました。僕がお世話になったドイツの人たちはいい人ばか
りでした。そのおかげもあって、自分の目標を達成することができ
ました。「お互いのことを理解しよう」という姿勢が大切だという
ことを学びました。
　今度は、指導者としてこの日独同時交流に関われたらいいなと
思っています。

中央　宮崎　凌 君

派遣
2016/7/31～8/17
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受入
2016/8/3～8/7

テーマ　「スポーツは人々をつなぐ～社会的多様性～」
浦川原サッカースポーツ少年団（上越市）　石田　裕一

　昨年の2016年10月９日から２週間、日本団メンバー７名の一員
として「2016年日独青少年指導者セミナー」に参加させていただ
きました。世界のスポーツの最先端を行くドイツ訪問は、大変貴重
な経験になりました。
　ドイツスポーツユーゲントのスタッフの皆さんにお世話になり、
フランクフルトを中心に、コットブスとエスリンゲンの主に３都市
で研修を行いました。見るもの、経験すること、すべてが新鮮で刺
激を受けました。
　この研修で学んだ事を活かし、これからもスポーツを通してジュ
ニア育成と、情熱のある指導者の育成に努めて行きたいと思いま
す。そしてドイツとの国際交流を推進し、スポーツで人々をつない
でいきたいと思います。

日独青少年指導者セミナー派遣2016

　南バーデングループ12名が来日し長岡市にて交流を行いました。
　歓迎レセプションから始まり、長岡花火、日本文化やスポーツ体験、ホストファミ
リーとの交流など充実した５日間となりました。

左より２番目が石田裕一さん
エスリンゲンでお世話になった
ホストファミリーの皆さんと一
緒に

ドイツスポーツユーゲントの皆さんと一緒に
エスリンゲンスポーツクラブにて
車椅子フェンシング体験

○ 家に来てくれたクリスをはじめ、ドイツ団の子供達はとても礼儀正しく、感心するばかりでした。みんないい笑顔をみせてくれました。
　 親子ともに、楽しく、とても貴重な経験をさせていただきました。子供はドイツに興味を持ち、また目標を持ったようにも思います。
○トーベンの家族や地域の写真の中に、彼の通う教会があり、夕食時に、教会の話などを通じ、やっと会話もはずみました。文化は違えど会
話ができれば共通点も発見でき、終わってからもっと聞きたいこと話したいことが増えた感じです。
   「将来の夢は？」の問いに、まだ決まってないけれど何かスポーツに携わっていきたいと話してくれました。これからもスポーツを通して
子供達共々交流が続き、また会えることを楽しみにしています。
○ 空手の姉弟と偶然にも我が家の子供たちも兄妹のペアだったため、プリクラで盛り上がったり、４人で柔道体験をしたためスキンシップも
とれ、３日間にしてはとても仲良くなりました。
　また息子は現役高校生のため、ドイツの柔道家と練習という貴重な体験もできました。　　　
　帰国後、メールで「We love your family! You are the second family!」と言ってくれました。
　子どもたち４人の、「また必ず会おう！」という願いがいつか叶うことを願っています。

ホストファミリーより「交流を終えて」
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平成28年度顕彰受賞者名簿
受賞おめでとうございます！

今年度表彰された方々の功績に敬意を表しお名前をご紹介します！
日本スポーツ少年団顕彰表彰スポーツ少年団

市町村名
魚沼市スポーツ少年団
上越市スポーツ少年団

日本スポーツ少年団顕彰表彰指導者
氏　名 単位団名 所属市町村

高野　豊 小須戸バドミントン
スポーツ少年団 新潟市

丸山　久美 長岡ジュニア体操
スポーツ少年団 長岡市

羽下　仁
新潟市
ジュニアラグビースクール
スポーツ少年団

新潟市

新潟県スポーツ少年団顕彰（単位団）
単位団名 所属市町村

新通・坂井東野球スポーツ少年団 新潟市
石坂メッツスポーツ少年団 長岡市
稲田剣道スポーツ少年団 上越市

新潟県スポーツ少年団顕彰（指導者） （敬称略）
氏　名 単位団名 所属市町村
広川　雅浩 新町クラブスポーツ少年団 長岡市
安達　匡克 新町クラブスポーツ少年団 長岡市
林　良紀 柿フェニックス野球クラブ

スポーツ少年団 長岡市
砂山　聡 神田よつばスポーツ少年団 長岡市
恩田　勉 新組ホワイトソックス

スポーツ少年団 長岡市

吉沼　武久 ダイヤモンドKids
スポーツ少年団 長岡市

小林　直子 ダイヤモンドKids
スポーツ少年団 長岡市

雅楽川　剛 新町レックス
スポーツ少年団 長岡市

國弘　泰昌 稲田剣道スポーツ少年団 上越市
木村　金春 中条ウィングススポーツ少年団 胎内市

渡辺　和雄 中条ウィングス
スポーツ少年団 胎内市

森田　和俊 きのとバドミントン
スポーツ少年団 胎内市

南波　知佐 きのとバドミントン
スポーツ少年団 胎内市

水橋　健太郎 黒川ＪＶＣスポーツ少年団 胎内市
これからもますます活躍されることを

期待しています。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

祝　平成27年度　文部科学大臣表彰
生涯スポーツ優良団体受賞！

本部長　米山　俊司

　私達三条市スポーツ少年団は、平成26年度に創立50周年を迎えました。さらに27年度には文部科学省よ
り「生涯スポーツ優良団体」として、名誉ある賞を受賞する事ができました。県スポーツ少年団は元より、
関係各所の皆様に改めて感謝申し上げます。
　私達は、子供達の社会的状況・事情を鑑み、指導者研修やイベントを通じて、「指導者の質の向上」と
「子供達の運動参加率の向上」を目標に、三条市と共に精力的に事業を実施しております。これからも様々
な取り組みを通じて、沢山の子供達が生涯に渡って運動に親
しんでもらえるように、単位団は元より三条市・体育協会・
体協加盟団体・総合型地域スポーツクラブなど、様々な組織
の垣根を越え一丸となって取り組んで参ります。

三条市スポーツ少年団
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

本部長　星　雅美

　本年度、魚沼市スポーツ少年団は、日本スポーツ少年団顕彰表彰をいただきました。
ご推薦いただきました県スポーツ少年団本部関係者の皆様に、心から感謝申し上げます。
　魚沼市では、魚沼市スポーツ推進計画に基づき、「子どもたちが体を動かすことの楽しさや、喜びを味わ
うことができる環境づくりによる子どもたちへの運動習慣の定着・体力向上」を基本目標としており、当団
へも手厚い支援をいただいています。
　今回の表彰を受け、当団活動を支えてくださる行政、指導者や母集団、関係者一同で喜びを分かち合いた
いと思います。
　今後も、少子化の課題と向き合い、次世代を担う青少年の育成の一助を担っていけるよう活動していきた
いと思います。

魚沼市スポーツ少年団

本部長　齋藤　隆雄

　この度は、「日本スポーツ少年団顕彰」をいただきまして、関係者一同、心より感謝申し上げます。
　上越市スポーツ少年団は1971年に設立し、45年の歳月が経過しようとしています。この間「一人でも多
くの青少年にスポーツの歓びを！」「スポーツを通じて青少年のからだとこころを育てる組織を地域社会の
中に！」の理念に基づき、多くの指導者がスポーツの普及と子供たちの育成に励んでまいりました。
　今後も「 “いきいきスポーツ都市”上越市」をスポーツで盛り上げていけるよう、青少年の健全育成活動
に取り組んでいきたいと思います。

上越市スポーツ少年団

日本スポーツ少年団表彰受賞にあたって
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平成28年度
「北信越ブロックスポーツ少年団指導者研究協議会」終了報告

　平成28年11月12日（土）に長岡市のまちなかキャンパス長岡にて北信越ブロックスポーツ少年団指導者研究協議会を開催しまし
た。新潟県青少年野球団体協議会 副会長 島田修氏（前 新潟県高等学校野球連盟専務理事）を講師としてお迎えし『青少年のため
に団体の枠を超えて連携しよう！「全国初！ 新潟発！ 新潟県青少年野球団体協議会の取り組み」～新潟メソッド 次代を担う野球
を愛する青少年たちのために～』をテーマに講演いただき、青少年野球関係８団体と野球障害ケア新潟ネットワーク（医師・理学療
法士等の団体）からなる「新潟県青少年野球団体協議会」が組織化に至るまでの経緯や団体の位置づけから始まり、新潟メソッ
ド・野球手帳の配布、野球肘検診の実施、21Ｃ型（にいがた）穂波プロジェクトの推進、野球サミットの開催などの取り組み、ま
たスポーツ論や自身の野球経験など多岐にわたり、貴重なお話をいただきました。
　また、分野・種目別分科会では、役員・育成等の分野別と野球等の種目別に分かれ、それぞれの分科会カテゴリーに直結する
テーマと認定員の再認定研修やアクティブ・チャイルド・プログラムの活用を中心とした第10次育成６か年計画案に関する意見交
換をし、今後の活動推進に役立てることができました。
　平成29年度は富山県にて11月11日（土）～12日（日）開催予定となります。多くの指導者からの参加をお待ちしています。

▲

 

島
田
講
師
に
よ
る
講
演

▲
 

各
分
科
会
で
の
意
見
交
換

スポーツシンポジウム長岡2016兼
平成28年度「新潟県スポーツ少年団指導者研修会」終了報告

　平成28年12月３日（土）長岡市さいわいプラザにて、公益財団法人長岡市スポーツ協会主催の「スポーツシンポジウム長岡
2016」と併せて、平成28年度新潟県スポーツ少年団指導者研修会を開催いたしました。
　基調講演では、青栁勧氏（ブルボンウォーターポロクラブ柏崎GM／新潟産業大学助手／元水球日本代表キャプテン）を講師に
迎え、「スポーツでまちづくり　水球のまち柏崎を目指して～ブルボンウォーターポロクラブ柏崎の挑戦」をテーマにコーチングと
ティーチングの違い、リーダーの発想法、地域におけるスポーツクラブづくり、マイナー競技でも可能な振興策など、柏崎市での
水球クラブづくりの実体験に基づく大変興味深い内容の講演をしていただきました。
　また、その後グループに分かれ講演いただいた内容について意見交換を行い、実りの多い研修会となりました。

▲ 青栁講師による講演 ▲ グループに分かれて意見交換
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　スポーツ少年団登録には有資格指導者（認定員又は認定育成員）が２名以上必要です。
　スポーツ指導の基礎的知識を学ぶ機会であり、スポーツ少年団指導者（登録している保護者含む）であればどなたでも
受講できます。
　スポーツ少年団に関わる方はぜひ認定員の資格を取得しましょう！
　平成29年度は４会場で実施予定です。

コース名 期　　日 会　場
新 潟 ① 平成29年10月14日（土）～ 15日（日） 新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター
長 岡 ① 平成29年10月28日（土）～ 29日（日） 越路総合福祉センター
新 潟 ② 平成29年12月16日（土）～ 17日（日） 新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター
長 岡 ② 平成30年 2月10日（土）～ 11日（日） 長岡市　さいわいプラザ

※ 平成29年度講習会については各市町村スポーツ少年団及び公益財団法人新潟県体育協会ホームページを通じて案内いたします。
※ 発行時点の予定ですので、やむを得ない事情で変更となる場合があります。正式な開催通知でご確認ください。

スポーツリーダー養成講習会兼
スポーツ少年団認定員養成講習会のご案内

平成28年度新潟県スポーツ少年団登録状況

※ 複合種目とは、数種類のスポーツを並行して行ったり、季節ごとに変えたりして活動を行う形態
のことです。

区　分 登録数
市　町　村 28
単　位　団 647
団　　　員 12,693

男子 8,828
女子 3,865

区　分 登録数
指　導　者 3,456
県・市町村役員 278
認定育成員 30
認　定　員 2,464
有資格者率 66.8

競　　　　　　技 団数
軟式野球 151
バスケットボール 69
複合種目　※ 59
空手道 57
バレーボール 50
剣道 50
サッカー 54

競　　　　　　技 団数
バドミントン 26
柔道 28
少林寺拳法 24
卓球 11

その他（野球・ソフト
テニスなど17競技） 68

合　　　　　計 647

日本スポーツ少年団「認定員」資格認定

都道府県スポーツ少年団による認定

スポーツ少年団指導者

市区町村スポーツ少年団による推薦
スポーツ少年団への指導者登録

スポーツリーダー養成講習会兼
スポーツ少年団認定員養成講習会
［35H…集合講習14H＋自宅学習21H］
－都道府県スポーツ少年団開催－

受講

日本体育協会公認「スポーツリーダー」資格認定

日本体育協会公認
「スポーツリーダー」資格保有者

◇資格取得の流れ
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リーダー会会員募集中
新潟県スポーツ少年団
　　リーダー会で
一緒に楽しく活動しよう！
　新潟県スポーツ少年団リーダー会は、ジュニア･リーダースクールの運営をはじめとして、北信越ブロックリーダー研
究大会や全国及び北信越スポーツ少年大会の参加・運営など、活発に活動を展開しています。
　今年７月28日（金）～７月31日（月）に妙高市にて開催される第55回全国スポーツ少年大会に向けての準備をはじめ、大
会運営にも参加していきます。私たちと一緒に楽しく活動し、全国各地に友達を作りませんか。
　なお、平成29年度新潟県スポーツ少年団リーダー研修会を４月に予定していますので、みなさんの参加をお待ちして
います。 新潟県スポーツ少年団リーダー会会長　藤木　彩乃

≪リーダー会入会について≫
◆ 入会資格　　県内のスポーツ少年団登録者で中学１年生以上20歳未満の者
◆ 会　　費　　高校生以上　1,500円　　中学生　1,000円
※ 正式なリーダー会入会案内及び研修会開催通知については、各市町村スポーツ少年団を通じて案内します。

「
ス
ポ
少
」
豆
知
識

●スポーツ少年団のマークの意味とは。
　皆さん見慣れたスポーツ少年団の若葉マーク。
このマークは今から55年前の1962年（昭和37
年）６月23日のスポーツ少年団創立記念日に応

募総数2062通の中から柴田恵美子さん（当時山口県埴生中学
校・13歳）の考えたデザインが選ばれました。

　 　若葉は伸びる少年を、五輪はスポーツと連帯を象徴しており、
スポーツ少年団のシンボルマークとして活用されています。
スポーツ少年団に登録している団（指導者・団員）が非営利
目的で使用する場合は自由に使えますので、大会やイベント
などで積極的にご活用ください！

● スポーツ少年団の歌『若いぼくら』『みどりの
朝風』を歌ったことはありますか？
　長年、スポーツ少年団の歌として歌われてきた
『若いぼくら』『みどりの朝風』は、ご存じですか？

最近は歌う（聴く）機会も減ってきているかもしれませんが、
公益財団法人日本体育協会ホームページでダウンロード（歌
詞含む）することができます。

　　各種行事の際に、皆さんで歌ってみませんか♪

● 公益財団法人日本体育協会（日本スポーツ少年
団）ホームページを活用しましょう！
　スポーツ少年団に関する様々な情報や資料、す
ぐに使える広報アイテムなどが掲載さています。

また、公認スポーツ指導者制度やスポーツ活動中における熱
中症予防対策、アクティブ・チャイルド・プログラムに関す
る情報など、情報満載ですので、ぜひ一度ご覧ください！

　　　　 日体協 検索 ➡　
　　　　http://www.japan-sports.or.jp/

　 　 　　  

団員募集チラシの
テンプレート

ガイドブック 広報活動ガイド



1,000万人のガンバリサポート

団体での活動中の事故／往復中の事故対象となる事故

平成29年4月1日午前0時から平成30年3月31日午後12時まで（申込受付は平成29年3月から）保険期間

補償内容は、加入区分によって異なります。詳しくは、ホームページなどをご覧ください。補償内容

掛金（1人年額800円～1,850円）は、活動内容・年齢によってご選択いただく加入区分ごとに異なります。掛金
ただし、危険度の高いスポーツを補償するD区分は11,000円

03-5510-0022TEL
〒105-0003 東京都港区西新橋1-6-11 西新橋光和ビル8階

平成28年12月作成　16-TC01046

〈引受幹事保険会社〉
東京海上日動火災保険株式会社
担当課：公務第2部 文教公務室

〈共同引受保険会社（平成29年4月）〉

TEL 03-3515-4346（平日9：00～17：00）この広告はスポーツ安全保険（スポーツ安全保険特約書に基づく傷害保険（スポーツ安全協会傷害保険特約・スポー
ツ安全協会傷害保険特約（学校管理下外担保）・突然死葬祭費用担保特約付帯普通傷害保険）、賠償責任保険（ス
ポーツ安全協会賠償責任保険特約等付帯施設賠償責任保険及びスポーツ安全協会傷害保険特約（学校管理下外担
保）付帯普通傷害保険賠償責任担保条項））の概要についてご紹介したものです。ご加入の際には、必ず「スポーツ安
全保険のあらまし」および「重要事項説明書」をよくお読みください。詳細は保険約款および特約書によりますが、ご
不明の点がございましたら（公財）スポーツ安全協会または東京海上日動火災保険（株）までお問い合わせください。

あいおいニッセイ同和　共栄火災
損保ジャパン日本興亜　大同火災　東京海上日動　
日新火災　富士火災　三井住友海上

検索スポーツ安全協会
保険の詳しい内容、資料の請求は、
ホームページをご覧ください。

※インターネットからも加入受付をおこなっております。

賠償責任保険傷害保険 突然死葬祭費用保険

スポーツ安全保険 Ⓡ
名以上の団体・グループで
ご加入ください。

〈（公財）新潟県体育協会内〉

025-287-8080 電話受付時間　午前8時30分～午後5時（土、日、祝日を除く。）

〒950-0933 新潟市中央区清五郎67-12
デンカビッグスワンスタジアム

新潟県支部
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三宅選手より
新潟県スポーツ少年団の皆さんに
メッセージ

『今できる事を
　一生懸命楽しみながら
　　　挑戦してください！』

スペシャル
企画
３名様
限定

応募締切　平成29年４月14日（金）
【応募方法】
下記①～⑥を明記のうえ任意のA４用紙でのFAX又は郵送（ハガキ）にてお申込みください。
①名前　②性別　③学年　④所属単位団名　⑤住所　⑥連絡先TEL（日中連絡がとれる番号）
FAX送付先　025-287-8601
住所　〒950-0933　 新潟市中央区清五郎67-12　　　　　　

デンカビッグスワンスタジアム内　
新潟県スポーツ少年団「三宅宏実選手サインプレゼント係」宛
●応募多数の場合は厳正なる抽選により決定いたします。
●発表は発送（４月下旬）をもってかえさせていただきます。
● 応募により得た個人情報はこの企画（抽選・発送等）に関する業務以
外には使用いたしせん。

女子ウエイトリフティング選手。1985年生まれ、埼玉県出身。
いちごグループホールディングス所属。
父は’68年メキシコオリンピックウエイトリフティング銅メダリストの義行氏。
中学校３年生でウエイトリフティングを始め、2004年アテネオリンピックで親
子２代のオリンピック出場を果たした。’12のロンドンオリンピックで48㎏級銀
メダルを獲得（日本ウエイトリフティング史上初のメダル）’16年リオデジャネ
イロオリンピック48kg級銅メダルと２大会連続メダルを獲得。
平成29年１月21日公益財団法人新潟県体育協会創立90周年記念講演会にて「親
子で目指したオリンピック」と題して親子で講演。

リオデジャネイロオリンピック銅メダリスト

三宅宏実選手の
 サイン色紙を
プレゼントします。



新潟県スポーツ少年団「にいがたスポ少ニュースレターvol.9」
●発行日：平成29年2月28日　●発行者：公益財団法人新潟県体育協会新潟県スポーツ少年団
〒950-0933　新潟市中央区清五郎67番地12 デンカビッグスワンスタジアム内
TEL 025-287-8600　FAX 025-287-8601　E-mail suposyo@niigata-sports.or.jp　URL  http://www.niigata-sports.or.jp/


